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ト拡大について、その妥当性・有効性を考察する O 第 4 章では、デイトン合意後計 6 回に及ぶ選挙を管理・運営して
きた OSCE の活動を検証する。特にOSCE 暫定選挙委員会が策定した選挙規則が、ボスニアの政治状況に与えた影






















ト拡大をめぐる諸問題を扱った。第 4 章では、合意後計 6 回を数えた選挙への支援のあり方を検討。第 5 章は、逆説
的だが、国際機関による民主化プロセスが現地の民主主義を逆行させつつある矛盾を丹念に分析した。第 6 章では、
和平履行体制の簡素化の問題を論じ、現実的なボスニア民主化策として税制の中央集権化や上級代表による節度ある
権限行使を提言している。
社会人経験と本研究科でのコースワーク及び理論研究に加え、在填日本大使館と在サラエボ上級代表事務所でのボ
スニア問題の実務担当経験にもとづく視点を総合した労作で、細部に推蔽を要する部分も残るが、全体として本研究
は博士(国際公共政策)に値するものと判断されるo
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